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（１）日本における人権問題について、関心があるものはどれですか？ ＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度亀山市人権問題に関する市民意識調査【概要版】 
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令和５年調査【n=358】

子どもに関する人権問題

女性に関する人権問題

障がい者に関する人権問題

高齢者に関する人権問題

外国人に関する人権問題

同和問題（部落差別）

インターネットによる人権侵害

災害時における人権侵害

ＨＩＶ感染者・ハンセン病回復者等に関する人権問題

新型コロナウイルス感染症感染者等に関する人権問題

刑を終えた人、保護観察中の人に関する人権問題

犯罪被害者等に関する人権問題

アイヌの人々に関する人権問題

性的マイノリティの人々に関する人権問題

ホームレスの人に関する人権問題

北朝鮮当局による拉致被害者等に関する人権問題

人身取引（性的搾取、強制労働等）に関する人権問題

経済的困難・貧困に関する人権問題

その他

特にない

人権問題への関心度については、「子どもに関する人権問題」、「インターネットによる人権

侵害」、「女性に関する人権問題」、「障がい者に関する人権問題」が 50％を超え、「高齢者に関

する人権問題」についても 50％近い人が関心を持っています。 

一方、「ホームレスの人に関する人権問題」、「アイヌの人々に関する人権問題」、「ＨＩＶ感

染者・ハンセン病回復者等に関する人権問題」、「刑を終えた人、保護観察中の人に関する人

権問題」、「人身取引に関する人権問題」は 20％未満の関心度となっています。また、「特にな

い」と答えた人は 7.8％でした。 

図 関心がある人権問題 
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（２）市が実施している、人権に関する取組を見聞きしたり、参加したりしたことはあ

りますか？また、効果的だと思う人権に関する教育・啓発・広報活動の方法は何

だと思いますか。＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 人権に関する取組の認知度 
※は令和５年度調査選択肢 
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令和５年度調査【n=340】
平成23年度調査【n=629】

人権週間における街頭啓発

人権擁護委員による人権相談

人権習字・ポスターの展示・啓発

広報・チラシ等による啓発

ヒューマンフェスタin亀山

かめやま出前トーク（行政出前講座）※

各小中学校で実施されている人権集会※

各中学校区で実施されている人権フォーラム※

その他

見たり聞いたりしたものはない

亀山市での人権に関する取組

の認知・参加については、「広報・

チラシ等による啓発」が 39.4％

で最も高く、次いで「人権習字・

ポスターの展示・啓発」が

31.5％、「ヒューマンフェスタ in

亀山」が 27.4％で続いています。 

一方、「見たり聞いたりしたも

のはない」も 32.1％に上ります。

平成 23 年度調査と比較すると、

「ヒューマンフェスタ in 亀山」

が 15.6ポイント、「人権週間にお

ける街頭啓発」が 7.7ポイント、

それぞれ増加しました。   

図 効果的だと思う教育・啓発・広報活動の方法について 

効果的だと思う教育・啓発・広報活動の方法については、「3.学校の授業」が 75.3％で最も高

くなっています。次いで、「4.職場の研修」が 56.1％、「1.行政の広報（「広報 かめやま」、ホー

ムページなど）」が 39.2％で続きます。  

〔n=344〕

６．ポスター展示、啓発物品の配布

７．その他

８．わからない

１．行政の広報（「広報　かめやま」、ホームページな
ど）
２．行政による出前講座や学習会などを各地域まちづくり
協議会単位で実施

３．学校の授業

４．職場の研修

５．多様な団体（行政を含む）が協力して行うイベント
（講演会、発表会、映画、コンサート等）
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（３）「人権問題は、差別を受ける人の問題であって、自分には関係ない」という考え方

についてどう思いますか？＜択一回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 「人権問題は、差別を受ける人の問題であって、自分には関係ない」という考え方 

“そう思う”：5.8％ 
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55.8%

52.2%

54.1%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない

令和５年度調査【n=360】

平成23年度調査【n=650】

三重県(令和４年度調査)
【n=1,143】

“そう思わない”：75.0％ 

図 年代別「人権問題は、差別を受ける人の問題であって、自分には関係ない」と思う人の割合 
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18～29歳【n=33】

30歳代【n=40】

40歳代【n=55】

50歳代【n=57】

60歳代【n=61】

70歳代【n=74】

80歳代【n=24】

90歳以上【n=6】

「人権問題は、差別を受ける人の問題であって、自分には関係ない」という考え方について

は、“そう思わない”と“どちらかといえばそう思わない”人の割合が合わせて 7割を超えて

います。平成 23年度調査と比較すると 2.3ポイント増加しました。 

一方、約 6%の人は自分には関係ないと考えています。30歳代と 90 歳以上では、「人権問題

は、差別を受ける人の問題であって、自分には関係ない」と考える人の割合が高く、特に 90

歳以上で約 3割を占めています。 
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（４）人権や差別をめぐるさまざまな考えについてどう思いますか？＜択一回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 人権や差別をめぐるさまざまな考えについて、“そう思う”人の割合 
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や
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を
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が
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て
ば
人
権
問
題
は
解
決
す
る

人
権
と
い
う
の
は
、
西
洋
の
考
え
方
で

あ
っ
て
、
日
本
に
は
な
じ
ま
な
い

誰
も
が
自
分
の
人
権
に
つ
い
て
も
っ
と
学

ぶ
機
会
を
も
つ
べ
き
だ

人
権
や
権
利
ば
か
り
主
張
し
て
、
我
慢
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
増
え
て
い
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
に
、
行
政

は
努
力
す
る
必
要
が
あ
る

差
別
さ
れ
る
人
の
言
葉
を
き
ち
ん
と
聞
く

必
要
が
あ
る

差
別
だ
と
い
う
訴
え
を
、
い
ち
い
ち
取
り

上
げ
て
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た
ら
き
り
が
な
い

差
別
は
法
律
で
禁
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す
る
必
要
が
あ
る

差
別
は
、
人
間
と
し
て
最
も
恥
ず
べ
き
行

為
の
一
つ
で
あ
る

(％)

平成 23 年度調査および三重県の調査結果と比較すると、“そう思う”人の割合は、「差別は

法律で禁止する必要がある」で高く、「人権や権利ばかり主張して、がまんすることができな

い者が増えている」で低くなっています。 

また、「差別される人の言葉をきちんと聞く必要がある」、「あらゆる差別をなくすために、

行政は努力する必要がある(人権問題を解決する責任は、まず行政にある)」で三重県の調査結

果より高くなっています。 
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（５）人権に関する宣言や条約、法律、条例などがあることをご存じですか？ 

＜択一回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 人権に関する宣言、条約、法律、条例についての認知度 
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⑰
一
人
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亀
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を
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2
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山
市
男
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生
き
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輝
く
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例
【
2
0
0
8

年
施
行
】

⑮
亀
山
市
人
権
尊
重
都
市
宣
言
【
2
0
0
6
年
採
択
】

⑭
差
別
を
解
消
し
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
三
重
を
つ
く

る
条
例
【
2
0
2
2
年
施
行
】

⑬
性
の
多
様
性
を
認
め
合
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
三
重
県
づ
く
り
条
例
【
2
0
2
1
年
施
行
】

⑫
部
落
差
別
解
消
推
進
法
【
2
0
1
6
年
施
行
】

⑪
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
【
2
0
1
6
年
施
行
】

⑩
障
害
者
差
別
解
消
法
【
2
0
1
6
年
施
行
】

⑨
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律

【
2
0
0
0
年
施
行
】

⑧
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
【
1
9
9
9
年
施
行
】

⑦
同
和
対
策
審
議
会
答
申
【
1
9
6
5
年
】

⑥
水
平
社
宣
言
【
1
9
2
2
年
採
択
】

⑤
障
害
者
権
利
条
約
【
2
0
1
4
年
締
結
】

④
人
種
差
別
撤
廃
条
約
【
1
9
9
5
年
締
結
】

③
子
ど
も
の
権
利
条
約
【
1
9
9
4
年
締
結
】

②
女
性
差
別
撤
廃
条
約
【
1
9
8
5
年
締
結
】

①
世
界
人
権
宣
言
【
1
9
4
8
年
採
択
】

(％)

人権に関する宣言、条約、法律、条例についての認知度については、「①世界人権宣言」、

「②女性差別撤廃条約」、「⑧男女共同参画社会基本法」が 60％を超えています。 

また、⑤障害者権利条約、⑩障害者差別解消法、⑪ヘイトスピーチ解消法、⑫部落差別解

消推進法についても 50％前後の認知度となっています。 

一方、三重県及び亀山市の条例や宣言については 20～30％の認知度にとどまっています。

平成 23年度調査と比較すると、「③子どもの権利条約【1994年締結】」、「④人種差別撤廃条

約【1995年締結】」が 10 ポイント以上増加しました。 
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（６）人権に関する問題をめぐる意見についてどう思いますか？＜択一回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 人権に関する問題をめぐる意見について、“そう思う”人の割合 
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⑭
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タ
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国
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⑫
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も
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と
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⑪
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部
落
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⑩
部
落
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は
、
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い
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関
係
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⑨
障
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い
者
は
賃
金
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低
く
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も
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方
が
な
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⑧
障
が
い
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あ
る
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雇
用
す
る
義
務
を
は
た
し

て
い
な
い
会
社
に
は
、
厳
し
い
罰
則
を
与
え
る

べ
き
だ

⑦
身
体
障
が
い
の
あ
る
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

す
べ
て
の
公
共
の
建
物
を
直
す
べ
き
だ

⑥
高
齢
者
が
孤
独
死
す
る
社
会
を
作
っ
て
い
る
の

は
、
地
域
社
会
の
問
題
で
あ
る

⑤
罪
を
犯
し
た
少
年
は
、
成
人
と
同
じ
よ
う
に
処

遇
す
べ
き
だ

④
子
ど
も
の
し
つ
け
の
た
め
に
は
、
体
罰
は
、
や

む
を
得
な
い

③
議
会
等
で
女
性
議
員
の
割
合
が
低
い
の
は
問
題

だ
②
子
育
て
の
間
は
、
父
親
も
育
児
に
専
念
し
た
ほ

う
が
よ
い

①
子
育
て
の
間
は
、
母
親
は
育
児
に
専
念
し
た
ほ

う
が
よ
い

(％)

「⑭インターネット上の自分の発言については、匿名でも責任を負うべきである」という

考え方について、“そう思う”人の割合が高く、8割を超えています。 

平成 23年度調査と比較すると、「③議会等で女性議員の割合が低いのは問題だ」という考

え方について、“そう思う”人の割合が 18.4ポイント増加しました。 
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（７）今までに、自分の人権が侵害されたと思ったことはありますか？＜択一回答＞ 

また、その時、だれに相談しましたか？＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 今までに、自分の人権が侵害されたと思ったことの有無 
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12.3%

61.4%

69.8%

87.7%

ある ない

令和５年度調査【n=360】

平成23年度調査【n=675】

三重県(令和４年度調査)
【n=1,114】

今までに自分の人権が侵害され

たと思ったことのある人は約 4割と

なっています。平成 23 年度調査と

比較すると 8.4ポイント増加してお

り、三重県の調査結果を大きく上回

っています。 

51.8%

42.4%

31.7%

24.5%

20.9%

58.3%

6.4%

26.5%

26.0%

21.6%

0 20 40 60 80
令和５年度調査【n=139】

平成23年度調査【n=204】

あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口

職場におけるハラスメント（セクハ
ラ・パワハラ等）※

いじめ

名誉・信用のき損、侮辱

プライバシーの侵害

※平成 23 年度調査選択肢：セクシュアル・ハラスメント 

図 被害を受けた人権侵害の内容（上位５位） 図 人権を侵害された際の相談相手 

※は令和５年度調査選択肢 

46.4%

29.7%

6.5%

0.0%

0.0%

2.9%

2.2%

0.7%

2.2%

0.0%

0.0%

5.1%

22.5%

25.4%

35.1%

34.2%

3.0%

2.0%

3.5%

4.5%

1.5%

5.0%

0.0%

1.0%

3.5%

25.2%

22.3%

0 10 20 30 40 50

令和５年度調査【n=138】

平成23年度調査【n=202】

友人、同僚、上司

両親、兄弟姉妹、子ども、親戚

学校の先生

人権擁護委員

民生児童委員※

弁護士・法テラス(※H23調査では弁護士のみ)

警察

国の機関（法務局・労働局）の相談窓口

市・県の相談窓口

民間運動団体・市民活動団体

人権に関する電話無料相談

その他

自分で処理（解決）した

何もしなかった

（※H23調査では法務局のみ）

人権侵害の内容は、平成 23年度調査「セクシュアル・ハラスメント」と令和５年度調査「職

場におけるハラスメント（セクハラ・パワハラ等）」を比較すると、36 ポイントと大幅に増加

しています。 

相談相手は、「友人、同僚、上司」、「両親、兄弟、子ども、親戚」が多く、公共の相談窓口

は少なく、「自分で処理（解決）した」、「何もしなかった」の割合が 2 割程度となっています。 
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（８）インターネットを悪用した人権侵害事例を見たり聞いたりしたことがありますか。

それはどのような方に向けたものですか。また、そのとき、どのような対応をし

ましたか。＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔n=182〕

１．そのようなページは無視した

２．自分も同じような内容で書き込みをした

３．反対意見を書き込んだ

４．プラットフォーム事業者に通報又は削除要請をした

５．国・県・市の相談機関に相談した

６．民間の相談機関に相談した

７．いけないと思うが対処の仕方がわからず、特に何もし
なかった
８．表現の自由が保障されるべきなので、特に何もしな
かった

９．その他

10．覚えていない

63.7 

0.5 

1.1 

4.4 

1.6 

0.0 

36.3 

2.7 

2.7 

4.9 

0 20 40 60 80 100

図 人権侵害事例を見聞きしたときの対応 

インターネットを悪用した人権侵害事例については、「9.人権侵害事例を見たことがない」が

27.6％、「10.インターネットを利用したことがない」が 17.5％に上るものの、多くの人が人権侵

害事例を見聞きしています。人権侵害事例を見聞きしたときの対応については、「1.そのようなペ

ージは無視した」が 63.7％で最も高く、「7.いけないと思うが対処の仕方がわからず、特に何も

しなかった」が 36.3％で続いています。 

〔n=337〕

１．子ども同士のいじめや悪口に関わるもの

２．女性を蔑視する表現の掲示

３．障がいのある人を誹謗・中傷する表現の掲示

10．インターネットを利用したことがない

４．高齢者を誹謗・中傷する表現の掲示

５．外国人を誹謗・中傷する表現の掲示

６．被差別部落出身者を誹謗・中傷する表現の掲示

７．性的マイノリティの人々を誹謗・中傷する表現の掲示

８．その他

９．人権侵害事例を見たことがない

27.6 

22.3 

17.5 

11.6 

16.0 

10.1 

19.3 

4.7 

27.6 

17.5 

0 20 40 60 80 100

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

図 インターネットを悪用した人権侵害事例について 

％ 


